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大阪の基本情報
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Tokyo

⼤阪のロケーションと地理的特性
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Kyoto

BCP拠点としても選ばれる「OSAKA」
★大阪へのBCP拠点設置事例︓26件（ʻ19年3⽉〜’23年4月 大阪府把握分）

⼈⼝︓8.81百万人

GDP︓3,790億米ドル
⼈⼝︓14.01百万人

GDP︓10,644億米ドル

出典︓「⾸都圏本社企業のバックアップに関するアンケート調査結果（2020年9月）」
調査対象…東京都内に本社が所在する東証一部上場企業

大阪都市圏 東京都市圏

香港からのアクセス 約４時間 約５時間

［世界と繋がる国際航空ネットワーク］
● 世界24か国・地域、92都市と結ぶ

（2019年度冬ダイヤ計画ピーク）
● 東京圏に比べ、アジア各都市に約１時間近い



人口・GDP比較
人口880万人でスイスに匹敵、GDP3,790億米ドルでシンガポールに匹敵

出典︓⼤阪府「2022年版なにわの経済データ」

人口 GDP

出典︓IMF「World Economic Outlook Database」（数値は2021年）、総務省「⼈⼝推計（2021年（令和日年）10月日日現在）」

（億米ドル）（百万人）
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中国, 25.4% 中国, 25.1%

韓国, 34.3%
韓国, 13.9%
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アジアと繋がる⼤阪・関⻄
大阪は、1,400年前から経済の中⼼地として、アジア全域から貿易商や旅⼈を迎えてきた
現在も、貿易や⼈の往来を通じて、アジアとの繋がりが育まれている
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出典︓⼤阪税関「貿易統計」等より作成（2021年データは確々報値）
関⻄︓大阪府、京都府、兵庫県、和歌⼭県、奈良県、滋賀県

関⻄の輸出入に占めるアジアの割合
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在留外国⼈の国籍割合

約84％約94％

入国外国人の国籍割合

中国, 
29.5%

韓国, 
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台湾, 
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首都圏空港
（羽田・成田）

中国, 
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%

台湾, 
13.1%

その他アジア, 
12.9%

その他, 
8.9%

アジア
91％

関⻄国際空港
アジアと日本を繋いできた大阪
アジア・世界との貿易港として栄えた⼤阪

大阪 全国
出典︓出⼊国在留管理庁「在留外国⼈統計」（2022年6月）

出典︓出⼊国在留管理庁「出⼊国管理統計」（2019）大阪城天守閣蔵



大阪の産業
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大阪の産業構造
大阪には、エレクトロニクス、産業機械、デバイス、化学、食品、建設などの製造業、
百貨店などの流通業・物流業、インバウンドや⾦融などのサービス業がバランスよく⽴地

カーボンニュートラル、ライフサイエンスなど含む製造業に強みを有する
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大阪府 産業別名目GRP（2019） 大阪 東京
製造品出荷額・
国内シェア
（百万円・％）

16,850,834
(5.4%)

8,545,216
(2.7%)

製造事業所数
（事業所） 15,522 9,887

医療・医薬関連企業 リチウムイオン電池 太陽電池モジュール

出典︓⼤阪府「2022年度版なにわの経済データ」 出典︓総務省・経済産業省「平成28年経済センサス‐活動調査」関東︓茨城県、栃⽊県、群⾺県、埼⽟県、千葉県、東京都、神奈川県



起爆剤となるプロジェクト

⼤阪の投資魅⼒について
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③インバウンド②ライフサイエンス

①カーボン
ニュートラル

①
大阪・関⻄
万博

③
スタートアップ
エコシステム構築

②
都市開発
プロジェクト

④
国際⾦融
都市

⑤
IR誘致



カーボンニュートラル
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Strength Opportunity

⾞載用リチウムイオン電池の世界シェア（2020）

パナソニック（⽣産拠点︓⼤阪）
世界シェア2位

EVに必須の蓄電池の
研究・生産拠点等が大阪に集積

出典︓経済産業省「蓄電池産業の現状と課題について」（2021年11月）

EV市場の拡大に伴い、
⾞載用蓄電池市場が急拡大

⾞載用電池の世界市場

出典︓経済産業省「蓄電池産業の現状と課題について」（2021年11月）



ライフサイエンス
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Strength Opportunity

ライフサイエンス企業・研究所の集積
医療機器⽣産額は増加傾向

拡大する世界のバイオ産業市場で
大阪企業の活躍が期待される
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⼤阪府の医療機器⽣産額（億円）

出典︓厚⽣労働省「薬事⼯業⽣産動態統計調査」より作成

世界のバイオ産業市場規模の推移 （$Bn)

出典︓経済産業省「バイオテクノロジーが拓く『第五次産業革命』」（2021 年２⽉）より作成
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インバウンド

11

Strength Opportunity

外国⼈旅⾏者は、コロナ前の
2019年まで8年連続で増加

コロナが収束に向かい
インバウンドの復活が⾒込まれる

ユニバーサルスタジオジャパンミナミの街並み 串カツ

来阪外国⼈旅⾏者数の推移（推計値 千人）

2022年10月の日本政府の水際対策緩和により
訪日外国人は増加傾向

出典︓Kansai Airport「関⻄国際空港・⼤阪国際空港・神⼾空港2023年3⽉利⽤状況」（2023年4月）

水際対策緩和
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世界で活躍する大阪の企業
カーボンニュートラル、ライフサイエンスに留まらず、
多種多様な分野で数多くの大阪の企業が世界で活躍

Takeda Pharmaceutical

Nissin Foods

Ono Pharmaceutical

12



大阪発祥 より良い社会をめざす試み
大阪人は古くから新しい物事に取り組む気質がある
世の中をよりよくするため、世界初となる新たな社会システム・製品などを数多く創出

世界に先駆けた先物市場の開設
（堂島米市場）

世界の食文化を変えた
インスタントラーメン

自動改札機

回転ずし
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大阪の主要プロジェクト
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2025年⼤阪・関⻄万博の開催

都市開発プロジェクト「うめきた2期」

スタートアップエコシステムの構築

国際⾦融都市OSAKA戦略

統合型リゾートの誘致
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2025年⼤阪・関⻄万博の開催

テーマ

コンセプト
開催期間
想定来場者数
開催場所
会場面積
経済効果

いのち輝く未来社会のデザイン
Designing Future Society for Our Lives

People’s Living Lab（未来社会の実験場）
2025年4月13日(日)〜10月13日(月) 184日間
約2,820万人
大阪 夢洲（ゆめしま)
155ヘクタール
約2兆円

提供 ２０２５年⽇本国際博覧会協会



2025年⼤阪・関⻄万博の開催
2025年⼤阪・関⻄万博では、カーボンニュートラルやライフサイエンス、空飛マクルマ等の
新技術を実証し、社会実装につなげていく
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画像︓Adobe Stock

水素エネルギーなどの
カーボンニュートラル技術を実証

「空飛ぶクルマ」の運航を実現

iPS細胞などを活用した
再⽣医療の実⽤化

イメージ図

「キャッシュレス決済」の本格導入

• 会場内は完全キャッシュレス
• 多彩な決済手段（クレジットカード、IC型電子マネー、

QR型電子マネー）を取り扱い予定
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提供︓（⼀社）⼤阪パビリオン

2025年⼤阪・関⻄万博の開催
大阪府・市も地元パビリオン「大阪ヘルスケアパビリオン Nest for Reborn」の出展を予定
大阪の産業・大学・自治体が知恵とアイデアを集結し、「いのち」や「健康」の観点から、未来
社会の新たな価値を創造



©グラングリーン大阪開発事業者

スケジュール 2024年夏頃 ⼀部区域の先⾏まちびらき
2027年度 全体まちびらき

区域面積 約17ha
（うめきた地区全体24ha、先⾏開発地区7ha）

完成予想イメージ

うめきた2期地区開発プロジェクト（グラングリーン大阪）
⻄⽇本最⼤のターミナルエリアである⼤阪駅周辺を再開発し、ハイグレードな宿泊施設・
マンション、イノベーション施設等を新設予定

まちづくりのコンセプトは「みどり」と「イノベーション」の融合拠点
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中核機能
世界に類を⾒ないイノベーション・

プラットフォーム

オフィス
総貸室面積約33,000坪の

大規模オフィス

ホテル
観光からビジネスまで、幅広い
ニーズにこたえる宿泊施設

住宅
都市拠点に相応しい

ハイグレードな分譲マンション

都市公園
世界的デザイナーを起用した、
多様で上質なランドスケープをも
つ都心型パブリックスペース

商業
都⼼の利便性と豊かな緑に癒や
される、洗練された商空間

ABOUT



産学官が連携する「大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアム」を軸に、
資⾦調達・人材獲得・海外進出など、スタートアップ企業に対し各種の支援施策を提供

＜直近の取組み事例＞

グローバル・スタートアップ創出に向けたプログラム「起動」
主催︓⼤阪産業局
ライフサイエンス／ヘルスケア・カーボンニュートラル・Web3.0を
中心として、プレゼン審査等を経て採択されたスタートアップ5社
に、事業資⾦と6か月のハンズオン支援を提供

スタートアップエコシステムの整備
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 アカデミックシーズの発掘・育成

 イベント「Hack Osaka」を毎年開催

 ⾦融機関・VCとスタートアップの資⾦調達の橋渡し
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出典︓INITIAL, 2022年 Japan Startup Finance

大阪府のスタートアップの資⾦調達額の推移（十億円）



国際⾦融都市の推進 ビジョン
大阪の産業・プロジェクトを⾦融の⼒で加速させ、日本・世界の未来を切り拓く

大阪の産業・プロジェクト

ライフ
サイエンス

⾦融の⼒で取組みを加速
・ヒト・モノ・カネを大阪に集積
→大阪の産業・プロジェクトへの投資
→大阪発のフィンテックの新事業を展開
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インバウンド

カーボン
ニュートラル

⼤阪・関⻄の経済成⻑
世界の課題解決へ



国際⾦融都市の推進 オール大阪の推進体制
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経済界
関⻄経済連合会
大阪商工会議所
関⻄経済同友会

⾏政
大阪府、大阪市

⺠間企業等
（27社）

銀⾏、証券会社
保険会社、大学など

「国際⾦融都市ＯＳＡＫＡ推進委員会」
＜ミッション＞

国際⾦融都市の実現に向けての
戦略の策定、調査・研究・情報発信など

経済界、⾏政、⺠間企業が協働する「国際⾦融都市ＯＳＡＫＡ推進委員会」を⽴ち上げ、
企業誘致、スタートアップへの資⾦調達⽀援、サステナブルファイナンス等の取組みを推進中



国際⾦融都市の推進 自治体としてのサポート

 補助⾦
• 大阪市内に新たに進出する⾦融系外国企業等を対象に、事前調査や拠点設⽴に必要な経費の⼀部を補助
• 事前調査は上限110万円（100%補助）、拠点設⽴経費は上限1,000万円（50%補助）

 ワンストップサポートセンター
• ⾦融系外国企業等の拠点設⽴に関する無償の相談・サポート
• ⾦融ライセンス等の専⾨的な相談や関係機関の紹介のほか、住居、教育、医療等の⽣活⾯の相談に
ワンストップで対応
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 税制・規制改革
• ⼤阪市内に新たに進出する⾦融系外国企業を対象に、地⽅税の法⼈実効税率を最⼤約2％を軽減（検討中）
• 今後も、参入の障壁となる税制や規制についても緩和等を国に要望するなど、ビジネス環境を改善していく

⾦融による地域経済エコシステムを⼤阪に構築するため、⾃治体として各種サポートを提供

 ビジネスマッチング
• ⼤阪に進出する企業と在阪企業等とのビジネスマッチングの協⼒
（海外ベンチャーキャピタルへ⼤阪スタートアップの紹介、海外フィンテックと地域⾦融機関の協業機会の創出など）



統合型リゾート（IR）の誘致
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規模など

敷地⾯積︓約49.2万㎡
施設規模︓総延床⾯積 約77万㎡
MICE︓国際会議場（最大会議室 6,000 人以上収容）、展示施設（展示面積 2万㎥）
宿泊施設︓約２,500室
カジノ施設︓ゲーミング区域は総延床⾯積の３％以内

想定年間来訪者数 約2,000万人（国内 約1,400万人 国外 約600万人）

開業時期（想定） 2029年秋から冬頃

経済波及効果 建設時︓約１兆5,800億円
運営︓約１兆1,400億円／年

（区域整備計画より）

国際会議場や展示場、ホテル、エンターテイメント施設、カジノ施設などが一体となった施設を大阪夢洲に設置するもの
大阪IR株式会社（合同会社日本MGMリゾーツ及びオリックス株式会社が中核株主）が設置・運営
 2023年4月に国から区域整備計画の認定

※ 工程が最も早く進捗した場合の想定

※ 近畿圏



Invest in OSAKA !!
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